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はじめに
枝幸町と歌登町の境界に位置する枝幸町下幌別
地区にある美幸線の旧トンネル（以下，下幌別トン
ネルと呼ぶ；図１）内に多数のコウモリがいること
を最初に発見したのは，筆者らの一人である村山で
あった．その後，1998年の利尻町立博物館による「道
北地域における翼手目調査」によって，そのトンネ
ルにはモモジロコウモリMyotis macrodactylus と
ドーベントンコウモリMyotis daubentonii が生息
していることが判明し（佐藤・前田，1999），その
後も筆者らによって観察が続けられた．しかし，
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Abstaract. An abandoned tunnel called as "Shimo-horobetsu tunnel" by us was situated near the border of 

Esashi town. Our observations between 1997 and 2002 supposed that the tunnel was used as a reproduc-

tive site by Myotis macrodactylus and/or M. daubentonii roughly estimated at 250-300. It was the most 

northern colony of M. macrodactylus in Japan. The bats came from unkown hibernation sites to this tunnel 

at early in May and disappeared in the early or middle of October. Unfortunately, this tunnel was destroyed 

in the autumn of 2002 because of repair of road. Our research in 2003 found three abandoned tunnels be-

longed to Utanobori town adjacent to Esashi town and confirmed that two in three tunnels were used as a 

roost by four bat species, Plecotus auritus, Barbastella leucomelas, M. daubentonii and M. macrodactylus. 

We must immediately find their both sites of reproduction and hibernation for the preservation of these 

bats in northern Hokkaido.

2002 年の初冬，道路工事によって下幌別トンネル
は壊され，これらのコウモリの生息場所は消失した．
2003 年に中頓別町においてモモジロコウモリが初
めて確認されるまで（佐藤・村山・前田，2004），
同地におけるモモジロコウモリ生息地は国内最北の
分布記録であるとともに，洞窟などが少ない道北北
部では唯一と思われる洞穴棲コウモリ（樹洞ではな
く，トンネルや洞穴などを好んでねぐらや繁殖場所，
越冬場所として利用しているコウモリをここでは指
す）のコロニーが確認されている場所でもあった．
本報告は，1998 年から 2002 年にかけておこな
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われた下幌別トンネルにおけるコウモリの観察記録
を総括するとともに，その消失したコロニーの追跡
調査を 2003 年に歌登町において実施したので，そ
の報告を記すものである．
報告に先立ち，調査に様々な面からご協力いただ
いた以下の方々に心からお礼申し上げたい．疋田英
子さん（日本野鳥の会道北支部），赤澤　泰さん，
Katerina Tsytsulina さん（北海道大学先端科学技
術共同研究センター遺伝的多様性研究室），佐藤里
恵さん（日本野鳥の会道北支部），高畠孝宗さん（オ
ホーツクミュージアムえさし）．

調査方法と期間
1998 年から 2003 年までの間，下幌別トンネル
において 26 回の観察が実施された（表１）．観察
が行われた月は年によって異なるが，５月から 12

月までの間に調査が実施され，１月から４月までは
観察は行われなかった．６年間の調査月日で季節的
にもっとも早い観察日は５月３日（2002年）で，もっ
と遅い観察日は 12月 10 日（2000 年）であった．
また，トンネル内でコウモリが繁殖している可能性
があったため，調査は繁殖期間と思われる６～７月
をなるべく避けた日中に実施された．調査者はトン
ネル内を歩きながら，おおよその個体数やコウモリ
が観察されたトンネル内の位置などを記録した．ま
た，2002 年には夜間にトンネルの入口の片側，ま
たは両側で，肉眼によりコウモリの出入りの個体数
を調べた．
2003 年には，下幌別トンネルの周辺地域を踏査
し，コウモリが繁殖集団を形成している新たな可能
性がある場所を探した．コウモリがいた場合は肉眼
による観察か捕獲を行い，後者の場合は同定，計測

枝幸町

歌登町

下幌別トンネル

トンネルA ( パンケナイトンネル )

トンネル B ( 志美宇丹トンネル )

トンネル C ( 大奮トンネル )

パンケナイ

東歌登

上徳志別

大奮

120

12

図１．調査したトンネルの位置．
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を行い，一部の個体については金属標識を装着し，
すみやかに放獣した．
なお，捕獲調査は「鳥獣捕獲許可」（環西道発第
030610001 号）を環境省から得たうえで実施された．

結果
１．1998 年から 2003 年にかけての下幌別トンネ
ルにおけるコウモリの観察記録
下幌別トンネルは高さ約６ｍ，全長約 150ｍの旧美
幸線用として作られたトンネルであるが，トンネル内に
線路が敷かれることもなく，廃線とともにずっと放置さ
れていたものである．枝幸側から歌登側にかけてコンク
リートのブロックごとに145 番までの番号がふられてお
り，それを目安にコウモリなどの位置を記録することが
できた．内壁のコンクリートが崩れ落ちている部分はな
かったが，コンクリートブロック同士の境界を埋めるゴ
ム状のものが脱落していることが多く，コウモリはそのす
き間や天井の比較的凹凸が目立つ表面に集団で確認
された．
下幌別トンネル内での観察記録を表１に，またそ
の中からコウモリの位置が記録されているものにつ
いては図２にまとめた．個体数はおおよその数であ
るが，ほぼ 250-300 個体が利用していたものと思
われる．
トンネル内での捕獲は調査初年度のみに行い，モ
モジロコウモリとドーベントンコウモリが同所的に
いることが判明していた（佐藤・前田，1999）が，
その後，トンネル内で死亡し，ミイラ化または腐敗
した個体を拾う機会があり，それらは全てモモジロ
コウモリであった．
これらのコウモリは，５月初旬では０～３個体
のみが観察されるに過ぎないが，５月下旬から６
月初旬までの間に約 100 個体まで個体数が増加す
る．８月中旬から９月下旬までの個体数は，調査期
間中最多となる年が多く，さらに 250 個体ほどま
で増加する．その後，個体数は急速に減少するもの
と思われ，10 月から 11 月にかけて全ての個体が
トンネルから姿を消していた．人間の入洞による悪
影響を考慮し，子育ての期間を避けた為，幼獣の発
見などによる繁殖行動の確認はできなかった．

2002年に行った目視による出巣活動の調査では，
調査している位置によって出入りしているコウモリ
を見逃している可能性が高く，「トンネルから出た
コウモリ」「トンネルに入ったコウモリ」「トンネル
から出てすぐにもどったコウモリ」の識別を試みた
が，誤差が大きいことが予想され，また，トンネル
の両側の入口に調査員を配した同時調査が７月７日
の一度しか行われなかったため，その個体数の変化
などについて言及できるほどの成果を得ることはで
きなかった．そこで，前述の３つのカテゴリーの合
計を「確認できたコウモリ数」として 10 分ごとで
合計したものを表２に示した．さらに，これらの出
巣活動の時間と気温および日没時間の関係を図３の
グラフにまとめた．その結果，コウモリの出巣活動
は日没後 17 ～ 39 分後に開始され，目視されたコ
ウモリの数がもっとも多い時間帯は日没後約 20 ～
50 分後であった．さらに，日没から約１時間半か
ら２時間でトンネルの入口周辺で目視されるコウモ
リの姿は減り，バットディテクターによる反応も非
常に少なくなることもわかった．

２．2003 年における消失コロニーの追跡調査
2003 年 8 月 2 日，枝幸側のわずか 10mほどの
トンネル部分が残り，入口が土砂でほとんどふさ
がった下幌別トンネルを調査したところ，わずかに
糞のあとが土砂の上に残されており，春先などから
少数のコウモリが例年通りやってきたものの，定着
にはいたらなかった痕跡があった．
そこで，歌登町に属する周辺地域におけるトンネ
ル３本を 8月 2～ 3日及び 9月 18日に踏査した結
果を以下に示す（図１，表３）．
トンネルA（以下，パンケナイトンネルと呼ぶ）
は下幌別トンネルに隣接するトンネルであり，モモ
ジロコウモリが集団で利用しており，一部の個体に
ついては捕獲を試み，同定，計測後，追跡調査のた
め金属標識を装着し，放獣した．利用していた場所
は枝幸側に近い天井で，100 個体ほどの大きな集団
と各々が 10-20 個体ほどの小さな２つの集団が観
察された．また，トンネルの側面ではウサギコウモ
リ Plecotus auritus １個体を目視によって確認する
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←歌登町側 枝幸町側→
ブロックに書かれた数字

No.145 No.0153045607590105120135

180 20

1998.ix.8

15020

1999.ix.12
40

2000.v.5
3～ 6

80

2000.vi.15
10

100
2002.vi.3

120
2002.viii.18

8060

図２．下幌別トンネル内で観察されたコウモリの集団の位置と凡の推定個体数．黒丸は糞の堆積場所を示す．
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月日 19:00 19:10 19:20 19:30 19:40 19:50 20:00 20:10 20:20 20:30 20:40 20:50 21:00 合計

6/20 4 48 12 1 2 67

6/26 2 8 7 2 3 3 25

6/28 9 22 19 6 1 2 59

7/7 2 45 121 58 3 4 3 236

7/10 3 9 8 3 1 1 25

7/30 5 37 9 51

8/4 17 10 43 9 79

トンネル名 GPSによる緯度経度 確認されたコウモリ
下幌別トンネル - -
A（パンケナイトンネル） N44° 51'9.96", E142° 30'26.37" ウサギコウモリ 1, モモジロコウモリ >100 (8/2)
B（志美宇丹トンネル） N44° 46'43.14", E142° 33'9.26" -
C（大奮トンネル） N44° 45'25.32", E142° 36'34.00" ドーベントンコウモリまたはモモジロコウモリ >40 (8/3)

ウサギコウモリ1, チチブコウモリ 1, モモジロコウモリ？ またはドー
ベントンコウモリ？>10 (9/18)

ことができた．
トンネルＢ（以下，志美宇丹トンネルと呼ぶ）は
2.5km ほどの長いトンネルで，入口付近のみコウ
モリと思われる糞が見られたが，トンネル内にコウ
モリの姿や糞などの利用の痕跡を見つけることはで
きなかった．トンネル内はかなり気温が低く感じら
れた．
トンネルＣ（以下，大奮トンネルと呼ぶ）は，ト
ラクターなどの農業機器の保管場所として現在使わ
れており，トンネルの中央付近に 40 個体ほどのコ
ウモリの集団を天井にて発見することができた（8
月 3日）．これらの集団の捕獲はできなかったが，
死亡個体が１個体あり，それはドーベントンコウ
モリのオスであった．9月 18 日における同トンネ
ル内の調査では，ウサギコウモリとチチブコウモリ
Barbastella leucomelas 各々１個体と 10 個体ほど
からなる小さな集団を天井で発見した．この集団が

ドーベントンコウモリかモモジロコウモリであるの
かは不明のままである．

考察
下幌別トンネル内に生息していたコウモリについ
ては，大きな集団の捕獲をしなかったため，1998
年に捕獲調査によって確認されたモモジロコウモ
リとドーベントンコウモリが，このトンネルをどれ
くらいの種の割合で利用していたのかは今となって
は不明である．しかし，トンネル内で拾われた死体
や，2003 年の周辺地域におけるトンネル内のコウ
モリ相を考慮すれば，そのほとんどがモモジロコウ
モリの利用だったのではないかと筆者らは推定して
いる．また，利用期間が５月から９月までと長期に
渡ることと，グアノの堆積状況から，これらのコウ
モリは一時的なねぐらとしての利用というよりは，
繁殖場所としても利用していたのではないかと想像

表２．トンネルの片側または両側で 2002 年に観察されたコウモリの個体数

注）薄い灰色で塗られた部分は観察を行っていた時間を示す

表３．各トンネルの位置と 2003 年に確認されたコウモリとその個体数
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された．
トンネル内のコウモリは凹凸の少ない壁面や光が
さす出入り口付近は好まず，トンネルの中央付近，
または枝幸側の入口付近に集団を作っていることが
多かった（図２）．これは枝幸側に向かってトンネ
ルがゆるく曲がっており，入口から差し込む光が歌
登側に比べてトンネル内に届きにくいことが影響し
ていたのかもしれない．トンネル内にはキツネと思
われる糞が見つかることもあり，冬期間はエゾシカ
も入っていた形跡があったが，コウモリへの影響は
なかったようである．
2002 年に行われたトンネルに出入りするコウモ
リの目視調査の結果（表２，図３）より，出巣活動
の傾向の一部を知ることができた．日没時刻が早く
なるにつれて，ほぼ出巣活動時刻も早くなる傾向も
図３から読み取れるが，日没時間がほぼ同じ時間帯
にも関わらず，最初の出巣活動の開始時刻が異なる
こともあり，彼らの出巣活動は日没時間以外にも影
響を受けていることが予想された．また，日没から
約１時間半から２時間でトンネルの入口周辺で目視

されるコウモリの姿が減る現象は，採餌に行くこと
ができない幼獣以外のコウモリが，採餌場所へと移
動したことを示していると思われる．
下幌別トンネルの取り壊し工事は 2002 年の 11
月下旬に始まったため，既にトンネル内のコウモ
リは越冬場所に移動した後だったと思われる．コウ
モリに直接工事の影響は及ばなかったことは不幸中
の幸いであった．このトンネルを利用していた個体
群は，工事の影響により 2003 年におけるトンネル
の利用をあきらめてしまったようである．しかし，
筆者らが周辺地域に点在するトンネルを踏査した結
果，同種による別のトンネルでの利用が確認でき，
下幌別トンネルの消失が道北地域の洞穴棲コウモリ
に壊滅的な悪影響を与えるには至らなかったことを
確認できた．下幌別トンネルを利用していたコウモ
リの個体識別が不可能なため，下幌別トンネルの個
体群がこれらの別な場所に移動したのかどうかなど
の詳細は不明であるが，本調査より金属製標識の装
着を新たに実施したため，今後はトンネル間や地域
間での移動について解明されることが期待される．

��������������������������

������

�����

�����

�����

�����

�����

�����

�����

�����

�����

�����

������ ������ ������ ����� ������ ������ �����

�

�

��

��

��

��

��

���� ������� �������������� �����������

図３．下幌別トンネルにおけるコウモリの出巣活動と日没時間等の変化．
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ただし装着個体数が極めて少ないため，今後も継続
的な調査が必要であろう．
また，これまで下幌別トンネルで確認されてい
たモモジロコウモリやドーベントンコウモリ以外に
も，ウサギコウモリやチチブコウモリなどがトンネ
ル内で新たに発見され，トンネルの存在がコウモリ
の住み家として大きな役割を果たしている可能性が
示唆された．道北南部にあたる旭川においても洞窟
や廃坑などが少ないとされるが，出羽（2002）に
よれば農業用排水路の隧道などでモモジロコウモリ
やコキクガシラコウモリ Rhinolophus cornutus が
発見されている．トンネルや隧道などの人工物が洞
穴棲コウモリの分布に少なからぬ影響を与えている
ことが予想され，今後，道北北部においてもこのよ
うな人工物におけるコウモリの調査を早急に進める
必要がある．
パンケナイトンネルで発見されたモモジロコウモ
リはほとんどがオス個体ばかりで，飛び始めたばか
りと思われる幼獣が１個体のみ捕獲された．洞内に
おけるグアノの堆積状況から，このトンネル内で繁

殖が行われたとは考えにくく，繁殖場所が周辺地域
の別の場所にあるのではないかと考えられた．大奮
トンネルではドーベントンコウモリまたはモモジロ
コウモリの集団が利用していると思われるが，こち
らも糞の堆積が少なく，繁殖を行っているとは考え
にくかった．
これまで道北の洞穴性コウモリの越冬場所は全
く解明されてこなかった．野生生物の保護を考えた
際，その生息地として重要な繁殖場所および越冬場
所の保全を抜きにしては保護は成り立たないと思わ
れる．道北の洞穴性コウモリはそのどちらの場所も
現在明らかにされていないため，早急にその場所を
発見する必要があると考えられる．
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